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研究成果概要 
 
本年度も宇宙における粒子加速と放射機構を研究テーマの中心に据えて理論的研究を

進めてきた。また例年、高エネルギー天体物理に関する研究会を開いているが、以下の

ように今年はマルチメッセンジャー天文学とプラズマに当てて研究会を行った。 
 
１．2018 年 11 月 20 日-21 日 「高エネルギー天体現象の多様性」（宇宙線研究所） 
 
中性子星連星合体からの重力波と電磁波の同時観測や、ブレーザーからの高エネルギ

ーニュートリノの検出など、電磁波以外の観測手段の向上により、本格的なマルチメッ

センジャー天文学の時代に突入した。宇宙線観測においても進展があり、100GeV から

TeV にかけての電子や陽電子成分は、近傍にある未知の宇宙線源を示唆しているのかも

しれない。その他にもガンマ線バースト、マグネター、フェルミ・バブル、ミリ秒の電

波バーストなど、宇宙には多様な高エネルギー天体現象が知られている。これらに共通

していると思われるのは、激しいアウトフローの形成と、そこでの粒子の加速である。

本研究会では高エネルギー天体物理の理論に関する招待講演を中心として、これらの天

体の多様性が何に起因しているのか議論し、今後のマルチメッセンジャー天文学におい

て、どのような成果が期待できるか意見交換を行った。 
各講演者に 1 時間半の講演時間を確保し、基礎的なレビューから、最新の成果までじ

っくり学ぶことができる研究会となった。この方式は座談会的な要素も兼ね備え、参加

者にも大変好評であった。発表されたトピックも衝撃波での粒子加速、AGN ジェットの

構造、中性子星連星合体からの電磁波放射、ショックブレークアウト、ブラックホール



磁気圏、初期宇宙での宇宙線、銀河団の進化、実験室宇宙物理といった多様なテーマが

発表された。今後の理論研究の方向性を整理する上でも、有意義な研究会となった。 
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